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今
月
の
表
紙
は
、『
第
九
回
か
ご
し
ま

産
業
技
術
賞
』
の
「
特
別
賞
」
を
受
賞
さ

れ
た
「
株
式
会
社
ロ
ス
フ
ィ
ー
」
代
表
取

締
役
の
保　

照
光
さ
ん
で
す
。

　

同
社
は
、
30
年
近
く
建
築
業
を
営
ん
で

い
ま
し
た
が
、
２
０
０
８
年
か
ら
新
規
事

業
と
し
て
、環
境
企
画
設
計
業
務
を
始
め
、

京
都
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、『
フ

ラ
ク
タ
ル
ひ
よ
け
』
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
ひ
よ
け
は
、
平
ら
な
シ
ー
ト
の
た

め
、
夏
場
は
シ
ー
ト
自
体
の
温
度
が
高
く
な

り
、
そ
れ
に
伴
う
輻
射
熱
が
問
題
で
し
た
。

　
『
フ
ラ
ク
タ
ル
ひ
よ
け
』
は
、
自
然
幾

何
学
で
あ
る
フ
ラ
ク
タ
ル
理
論
を
用
い
る

こ
と
で
、
木
漏
れ
日
の
よ
う
な
緑
陰
を
作

り
な
が
ら
自
熱
を
発
散
し
、
風
圧
力
に
も

耐
え
る
三
次
元
構
造
を
持
つ
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　

木
々
の
葉
の
分
布
を
参
考
に
、
効
率
よ

く
並
べ
ら
れ
た
布
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ
る

自
然
の
木
漏
れ
日
を
実
現
す
る
当
該
日
除

け
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
、
ゆ
ら
ぎ
に

よ
る
涼
感
を
高
め
る
た
め
、
高
機
能
・
高

感
性
な
日
除
け
で
す
。

　

平
成
22
年
度
「
メ
ッ
シ
ュ
技
術
に
よ
る

フ
ラ
ク
タ
ル
ひ
よ
け
（
木
漏
れ
日
）
シ
ー

ト
の
開
発
」
テ
ー
マ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の

研
究
開
発
助
成
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、

手
作
業
商
品
の
自
動
化
・
量
産
化
に
取
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
工
場
や
病
院
、
保

育
園
な
ど
に
設
置
さ
れ
、
国
内
で
最
大
級

の
イ
ベ
ン
ト
、
お
台
場
合
衆
国
に
も
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
公
財
）
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
が
主
催
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
金
賞
も
受

賞
す
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
都
市
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
地

球
温
暖
化
に
貢
献
す
る
環
境
商
品
と
し

て
、
省
エ
ネ
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
月
の
表
紙

株式会社ロスフィー

　　　代表取締役　保　　照光
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今月の表紙
私の思い！
かごしまモノづくり推進協議会活動報告
わが社の輝く女性！《薗田　昌代さん》
がんばる進出企業　㈱飯塚製作所
ベンチャープラザコーナー
海外取引情報コーナー
IT 情報コーナー
Information　平成 24年度助成企業の決定
　　　　　　　受発注情報
　　　　　　　県外展示会への出展について

C O N T E N T S

東京ミッドタウン

マルヤガーデン「ソラニワ」の日除け効果

　

か
ご
し
ま
産
業
技
術
賞
は
（
公
財
）
か
ご

し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
３
年
毎
に
募
集
・

表
彰
す
る
も
の
で
、
地
域
産
業
の
技
術
の
高

度
化
と
活
性
化
を
目
的
に
、
新
製
品
や
新
技

術
を
開
発
し
、
産
業
振
興
に
寄
与
し
た
県
内

企
業
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

第
九
回
は
、
24
年
２
月
に
受
賞
企
業
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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私
の

　
思
い

『
組
合
と
共
に
明
日
を
拓
く
中
央
会
』

　

さ
る
５
月
25
日
、
第
57
回
通
常
総
会

に
お
い
て
、
県
下
550
会
員
、
３
万
以
上
の

事
業
者
を
擁
す
る
鹿
児
島
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

歴
代
会
長
が
果
た
さ
れ
て
き
た
功
績
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、

中
小
企
業
振
興
へ
の
熱
い
思
い
を
胸
に
、

組
合
組
織
を
通
じ
た
企
業
の
発
展
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

中
央
会
は
、
組
合
組
織
を
支
援
す
る
唯

一
の
専
門
機
関
と
し
て
47
都
道
府
県
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。全
国
で
は
３
万
組
合
、

300
万
以
上
の
会
員
を
有
す
る
日
本
最
大
の

中
小
企
業
支
援
組
織
と
し
て
、
組
合
の
共

同
事
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
環
境
の
大
幅
な
変

化
に
よ
り
、
組
合
事
業
に
も
時
代
の
波
が

押
し
寄
せ
、
組
合
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

の
が
実
情
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
元
に
根

を
張
っ
て
活
動
を
続
け
て
き
た
様
々
な
組

合
・
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
イ
ン
フ
ラ

の
早
期
復
興
に
昼
夜
を
問
わ
ず
取
組
み
、

市
民
生
活
の
安
定
の
為
に
大
き
く
貢
献
し

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
的
に

組
合
の
存
在
意
義
が
改
め
て
認
識
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

当
県
に
お
い
て
も
、
災
害
時
の
早
期
復

興
や
支
援
を
目
的
に
行
政
機
関
と
災
害
協

定
を
結
ぶ
組
合
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
常
日
頃
か
ら
共
同
販
売
・
共

同
加
工
・
共
同
購
入
・
教
育
情
報
等
の
共

同
事
業
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
実
施
し
、

組
合
へ
の
帰
属
意
識
を
お
互
い
が
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

中
央
会
は
、
組
合
運
営
の
円
滑
化
と
共

同
事
業
の
効
果
的
な
実
施
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
り
、

地
域
振
興
に
寄
与
す
る
使
命
が
あ
り
ま

す
。そ
の
決
意
は
、「
国
の
礎　

中
小
企
業
」

と
歌
う
「
中
小
企
業
団
体
の
歌
」
に
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
で
は
厳
し
い
経
営
環
境
を

組
合
・
組
合
員
と
共
に
打
開
し
て
い
く
た

め
、

『
組
合
と
共
に
明
日
を
拓
く
中
央
会
』
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

　

⑴�

相
互
扶
助
の
精
神
で
中
小
企
業
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す

　

⑵�

組
織
の
力
で
地
域
経
済
の
繁
栄
に
寄

与
し
ま
す

　

⑶�

明
日
へ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
挑
戦
し

ま
す

を
理
念
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

本
県
経
済
は
、
九
州
新
幹
線
の
全
線
開

業
等
の
効
果
も
相
俟
っ
て
、
持
ち
直
し
の

傾
向
を
示
す
業
種
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
局
面
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
経
営

環
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
共
に
理
解
し

あ
う
仲
間
で
組
合
を
組
織
し
、
共
同
事
業

を
通
じ
た
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
共
存

共
栄
で
き
る
社
会
を
迎
え
る
た
め
に
、
精

一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

鹿児島県中小企業団体中央会

　　　　　　会長　小正　芳史
プロフィール
鹿児島市出身。
昭和 47 年同志社大学卒業後、株式会社
ロベルトを経て、小正醸造株式会社へ入
社。
昭和 57 年より代表取締役に就任。
現在、鹿児島総合卸商業団地協同組合、
鹿児島県火災共済協同組合などの理事長
も務めている。
平成 24 年 5 月より中央会会長に就任。
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５
月
23
日
㈬
に
鹿
児
島
市
で
開
催
し
ま

し
た「
鹿
児
島
県
モ
ノ
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

で
発
表
さ
れ
た
企
業
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。

㈱
ク
リ
エ
ー
ト
技
研

�

（
薩
摩
川
内
市
）

　

㈱
ク
リ
エ
ー
ト
技
研
は
、
鉄
全
般
、
ア

ル
ミ
合
金
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
超
硬
金
属

な
ど
幅
広
い
材
料
を
取
り
扱
い
、
精
密
治

工
具
、
刃
具
、
電
子
部
品
、
金
型
部
品
の

製
作
な
ど
加
工
を
得
意
と
し
、
高
い
精
度

を
保
証
し
ま
す
。

１　

課
題

　

㈱
ク
リ
エ
ー
ト
技
研
は
、
モ
ノ
と
情
報

の
流
れ
の
停
滞
、
不
良
発
生
の
慢
性
化
、

従
業
員
の
育
成
に
課
題
が
あ
り
、
平
成
23

年
８
月
か
ら
改
善
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

改
善
に
あ
た
り
、
大
滝
取
締
役
管
理
部

長
が
指
揮
を
と
る
「
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
組
織
し
、
従
業
員
と
対
話
を

し
な
が
ら
活
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

２　

改
善
の
取
組
事
項

⑴
目
標
の
明
確
化

　
「
売
上
高
」「
時
間
加
工
高
」「
不
良
低
減
」

な
ど
の
目
標
と
実
績
を
見
え
る
化
し
、
目

標
達
成
に
向
け
て
経
営
者
と
従
業
員
の
意

識
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑵
収
益
状
況
の
見
え
る
化

　

収
益
状
況
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
化
し
、
ま

た
収
益
管
理
と
進
捗
管
理
を
定
期
的
な
会

議
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
で
、
従
業
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
ま
し
た
。

⑶
モ
ノ
と
情
報
の
見
え
る
化

　

納
期
遅
延
の
低
減
を
図
る
た
め
、「
出

荷
管
理
ボ
ー
ド
」を
設
置
し
、47
件
で
あ
っ

た
納
期
遅
延
が
２
件
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、仕
掛
品
棚
を
整
理
す
る
こ
と
で
、

モ
ノ
を
探
す
手
間
を
90
分
／
日
か
ら
30
分

／
日
と
短
縮
し
ま
し
た
。

⑷
作
業
の
工
数
低
減

　

受
注
デ
ー
タ
か
ら
出
荷
カ
ー
ド
を
印
刷

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
出
荷
カ
ー

ド
を
作
成
す
る
手
間
を
60
分
／
日
か
ら
10 

分
／
日
と
短
縮
し
ま
し
た
。

３　

今
後
の
取
組

　

① 

営
業
活
動
の
強
化
と
し
て
、
失
注
し

た
物
件
の
分
析
を
行
い
、
今
後
の
受

注
件
数
を
増
や
す

　

② 

外
注
加
工
費
の
低
減
対
策
と
し
て
、

内
製
で
き
る
体
制
づ
く
り
と
、
社
員

の
多
能
工
化
を
目
指
す

　

③ 

不
良
対
策
と
し
て
、
集
計
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
、
品
質
管
理
と
再
発
の
防

止
を
強
化
す
る

　

改
善
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を

捨
て
新
し
い
方
法
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

一
時
的
に
従
業
員
へ
負
荷
が
か
か
る
怖
さ

が
あ
り
ま
す
が
、
改
善
効
果
を
実
感
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
挑
戦
し
、
経
営
者
と
従

業
員
と
の
距
離
を
縮
め
、
働
き
や
す
い
会

社
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ネ
ッ
ト
㈲

�

（
鹿
屋
市
）

　

ア
ネ
ッ
ト
㈲
は
県
特
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ

や
生
姜
な
ど
の
農
産
物
の
生
産
、
加
工
、

販
売
を
は
じ
め
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
イ
チ
ゴ
、

な
ど
の
種
苗
の
生
産
や
販
売
、
生
姜
調
味

料
や
堆
肥
な
ど
の
開
発
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

１　

課
題

　

ア
ネ
ッ
ト
㈲
は
、
業
務
拡
大
に
伴
っ
て

煩
雑
化
し
た
業
務
管
理
の
改
善
や
、
経
営

か
ご
し
ま
モ
ノ
づ
く
り
推
進
協
議
会
活
動
報
告

　
鹿
児
島
県
及
び
か
ご
し
ま
モ
ノ
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
㈱
ト
ヨ
タ
車
体
研
究
所
（
霧
島
市
）
様
の
協
力
を
得
て
、

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
産
業
人
材
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、「
経
営
革
新
道
場
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

～
経
営
革
新
道
場
の
取
組
事
例
紹
介
～

㈱クリエート技研の事例

課題 改善の取組事項

①モノと情報の流れの停滞
・目標の明確化
・就業規則の見直し
・収益状況の見える化
・不良低減活動
・人材育成
・2Ｓ活動
・モノと情報の流れの
　見える化
・作業の工数低減

②不良発生の慢性化

③従業員の育成

経営者 従業員
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の
効
率
化
及
び
人
材
の
育
成
を
図
る
た

め
、
平
成
24
年
１
月
か
ら
改
善
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

尾
曲
代
表
取
締
役
会
長
と
若
い
従
業
員

と
が
向
か
い
合
い
、
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
改
善
を
続
け
て
い
ま
す
。

２　

改
善
の
取
組
事
項

⑴
目
標
管
理
・
年
度
方
針
の
明
確
化

　

従
業
員
の
意
識
調
査
か
ら
、「
互
い
に

刺
激
し
合
い
啓
発
し
あ
う
風
土
が
な
い
」、

「
目
指
す
姿
が
見
え
な
い
」、「
ど
ん
ぶ
り

勘
定
で
あ
る
」
な
ど
の
率
直
な
意
見
を
拾

い
上
げ
、
目
標
管
理
、
年
度
方
針
策
定
の

た
め
の
方
向
性
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
者
と
し
て
「
経
営
状
況
の

見
え
る
化
」、「
問
題
の
共
有
と
信
頼
関
係

の
構
築
」、「
役
割
、
責
任
の
明
確
化
」
の

必
要
性
を
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

⑵
商
品
管
理
と
生
産
フ
ロ
ー
の
見
え
る
化

　

①
経
営
管
理
指
標
の
グ
ラ
フ
化

　
　

 　

各
収
益
状
況
を
グ
ラ
フ
化
し
見
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
経
営
状
態

を
従
業
員
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
、
翌
月
の
予
測
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

② 

循
環
型
経
営
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
た
こ

と
に
よ
る
問
題
点
の
解
決

　
　

 　

全
て
の
製
造
過
程
（
種
苗
、
苗
、

芋
、
加
工
）
で
商
品
が
発
生
す
る
た

め
、
ど
の
商
品
か
ら
収
益
が
で
て
い

る
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　

 　

事
業
別
（
販
売
事
業
、
苗
事
業
、

育
成
事
業
、
加
工
事
業
）
に
収
支
を

分
割
し
、
製
品
毎
の
収
支
集
計
票
を

作
成
す
る
こ
と
で
収
支
を
明
確
に
し

ま
し
た
。

　

③
事
業
別
作
業
工
数
集
計
表
の
作
成

　
　

 　

事
業
別
の
作
業
を
明
確
に
し
、
作

業
者
毎
に
実
績
工
数
を
入
力
す
る
こ

と
で
加
工
費
算
出
が
容
易
と
な
り
、

ど
ん
ぶ
り
勘
定
か
ら
脱
却
す
る
仕
組

み
が
で
き
ま
し
た
。

３　

今
後
の
取
組

　

① 

'12
年
度
方
針
の
作
成
、
期
目
標
の
設

定
を
行
う

　

② 

商
品
管
理
、
生
産
フ
ロ
ー
の
見
え
る

化
の
定
着
を
目
指
す

　

③
原
価
管
理
の
し
く
み
を
運
用
す
る

　

④ 

人
材
育
成
に
つ
い
て
ス
キ
ル
マ
ッ
プ

と
、
育
成
計
画
を
作
成
す
る

　

従
業
員
の
意
識
調
査
か
ら
は
じ
ま
り
、

「
し
く
み
づ
く
り
」
ま
で
改
善
は
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
残
さ
れ
た
課
題
の

解
決
に
向
け
て
活
動
す
る
な
か
、
若
い
従

業
員
が
育
つ
働
き
や
す
い
会
社
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

すべての製造過程において商品がある

製造過程

循環型経営

販売

種芋

収入 支出 収入 支出 収入 支出 収入 支出

事業 販売事業 苗事業 育成事業 加工事業

バイオ苗 芋 加工品

販売 販売 販売

⬅⬅

⬅ ⬅ ⬅

⬅ ⬅

製品毎の収支集計票作成

⬆ ⬆ ⬆ ⬆ ⬆ ⬆ ⬆ ⬆

■問い合わせ先
　かごしまモノづくり推進協議会事務局　（鹿児島県商工労働水産部産業立地課）
　℡�099-286-2970　　e-mail：gijyutu@pref.kagoshima.lg.jp

事例発表（５月 23日）

「経営革新道場」の募集
　「経営革新道場」は，経
営者及び経営幹部の方々を
対象に経営基盤を基礎から
改善する取組について学ぶ
場です。

「かごしまモノづくり推進協議会」の御紹介
　「かごしまモノづくり推進協議会」は、自動車・電子・新成長
産業の振興を図ることを目的に、企業の新商品等の開発能力の向
上や新たなビジネスチャンスの拡大を図りながら、会員企業の人
材育成、技術力向上、販路開拓等に取組んでいます。
※ 正会員の入会募集については、随時行っておりますので、下記

事務局までお問い合わせください。
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◇
現
在
の
担
当
部
署
は

　

Ｓ
Ｅ
事
業
部
に
所
属
し
て
お
り
、
主
に

シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
入
社
動
機
は

　

川
内
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
卒
業

後
は
、
何
か
技
術
的
な
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
、
県
内
企
業
を
探
し
て
い

ま
し
た
と
こ
ろ
、
自
宅
か
ら
通
勤
可
能
な

フ
ジ
ヤ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
フ
ジ
ヤ
マ
の
募
集
は
『
男
性
の

み
』
で
し
た
が
、
無
理
を
い
っ
て
お
し
か

け
た
私
の
意
気
込
み
が
通
じ
て
、
無
事
に

入
社
出
来
ま
し
た
。

◇
仕
事
上
の
印
象
深
い
思
い
出
は

　

当
社
が
開
発
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
機

械
、
電
気
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
的
な
シ
ス

テ
ム
な
の
で
、
半
導
体
工
場
、
電
子
部
品

工
場
等
の
新
築
工
事
で
は
現
場
作
業
が
多

く
あ
り
ま
す
。
私
が
入
社
し
た
頃
は
現
場

に
女
性
用
ト
イ
レ
も
無
く
苦
労
し
ま
し

た
。
逆
に
、そ
の
分
女
性
が
珍
し
い
の
で
、

経
験
が
浅
い
状
態
で
も
だ
い
ぶ
贔
屓
目
に

見
て
も
ら
え
た
り
、
失
敗
し
て
も
大
目
に

見
て
も
ら
え
た
り
し
ま
し
た
。

◇
「
も
の
づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

最
近
は
企
業
も
働
く
人
も
見
か
け
の
格

好
の
良
い
仕
事
を
求
め
、「
も
の
づ
く
り
」

現
場
で
の
仕
事
を
敬
遠
す
る
よ
う
な
風
潮

が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ッ
カ
リ
と
し
た
社
会

基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
は
シ
ッ
カ
リ
と

し
た
「
も
の
づ
く
り
」
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

◇
女
性
管
理
職
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

　

お
客
様
の
立
場
に
立
っ
た
シ
ス
テ
ム
開

発
を
行
う
事
で
す
。

　

機
械
の
技
術
も
電
気
の
技
術
も
持
っ
て

い
る
フ
ジ
ヤ
マ
だ
か
ら
こ
そ
、
一
般
の
ソ

フ
ト
会
社
よ
り
お
客
様
の
側
に
近
い
位
置

で
考
え
る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

◇
後
輩
社
員
へ
期
待
す
る
こ
と
は

　

最
近
の
若
者
は
、
す
ぐ
に
諦
め
た
り
、
や

め
た
り
す
る
傾
向
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

石
の
上
に
も
３
年
と
い
い
ま
す
が
、
私

の
場
合
、
入
社
当
時
は
少
な
く
と
も
５
年

は
頑
張
る
と
い
う
気
持
ち
で
お
り
ま
し
た
。

　

技
術
の
仕
事
は
人
の
命
を
預
か
る
非
常

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
仕
事
で
す

が
、そ
の
分
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。「
仕

事
の
面
白
さ
」
を
見
い
だ
せ
る
と
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
後

輩
に
は
、
是
非
そ
の
「
仕
事
の
面
白
さ
」

を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

◇
会
社
へ
の
思
い
や
抱
負
は

　

フ
ジ
ヤ
マ
の
強
み
は
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
技
術
で
す
。

　

私
も
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
技
術
者
に

な
る
た
め
に
、
担
当
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

以
外
の
機
械
、
電
気
関
係
の
勉
強
も
し
て

い
き
た
い
で
す
。

◇
趣
味
や
尊
敬
す
る
人
物
は

　

人
よ
り
の
ん
び
り
し
た
マ
イ
ペ
ー
ス
な

人
間
な
の
で
、
家
に
い
る
時
は
ボ
ー
ッ
と

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
最
近

「
趣
味
は
読
書
」
と
言
え
る
様
に
な
る
た

め
に
、
毎
日
小
説
を
読
む
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
人
は
当
社
創
業
者
の
会
長
で

す
。
一
度
自
分
で
決
め
た
事
は
何
年
で
も

何
十
年
で
も
守
り
通
す
姿
勢
は
す
ご
い
と

思
い
ま
す
。
私
も
見
習
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。（
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん
が
・・・
）

◇
上
司
の
方
か
ら

　

今
は
仕
事
に
性
別
は
関
係
無
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
我
々
の
業
界
は
ま
だ
ま

だ
「
男
の
仕
事
」
で
、
女
性
は
非
常
に
少

な
い
で
す
。
そ
ん
な
中
、
薗
田
は
「
ピ
カ

イ
チ
」
の
技
術
力
を
持
ち
、
そ
の
上
、
ベ

テ
ラ
ン
で
も
中
々
合
格
し
な
い
「
１
級
電

気
工
事
施
工
管
理
技
士
」
や
「
１
級
管
工

事
施
工
管
理
技
士
」
も
一
発
で
合
格
、
我

が
社
の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

わが社の輝く女性！

薗田　昌代係長

� プロフィール

１９７５ 年生まれ　星
座　さそり座

川辺で生まれ川辺
で育つ

県立川辺高校から

川内職業能力開発短
期大学校卒業

１９９６ 年４月　株式
会社フジヤマ

に入社し現在に至
る

今号の、ものづくり企業で頑張る「わが社の輝く女性！」は、設備、プラントそれ
に伴うコンピュータシステム技術などの総合エンジニアリング企業　㈱フジヤマの
薗田　昌代係長です。

株式会社フジヤマ
所 在 地　鹿児島市七ツ島 1-4-12
設　　立　1969 年 12 月
従業員数　33 名
T E L　０９９－２６１－333１
F A X　０９９－２６１－8２83

SE事業部のみなさん

藤山社長

　
も
の
づ
く
り
企
業
の
現
場
で
、
頑
張
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
女
性
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
会
社

や
取
引
会
社
の
「
輝
く
女
性
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。



Kagoshima Industry Support Center

KISC  SUMMER 20127

■
会
社
概
要

　

株
式
会
社
飯
塚
製
作
所
は
、
昭
和
39
年

に
創
業
し
、
今
年
で
48
年
に
な
り
ま
す
。

　

精
密
冷
間
鍛
造
部
品
の
開
発
と
製
造
を

行
っ
て
お
り
、
主
に
自
動
車
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
エ
ア
バ
ッ
ク
な
ど
の
安
全
部
品

と
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
関
係
な
ど
の
機
能
部

品
を
手
が
け
て
お
り
ま
す
。
平
成
19
年
に

は
、
永
年
研
究
を
積
み
重
ね
た
冷
間
鍛
造

技
術
に
よ
り
「
元
気
な
モ
ノ
作
り
中
小
企

業
３
０
０
社
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

奈
良
県
に
本
社
と
工
場
の
２
拠
点
あ

り
、
２
０
１
１
年
10
月
に
国
内
３
拠
点
目

と
な
る
鹿
児
島
工
場
を
新
し
く
立
ち
上

げ
、
現
在
、
従
業
員
125
名
、
う
ち
鹿
児
島

工
場
が
14
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
鹿
児
島
進
出
の
理
由

　

今
か
ら
５
年
前
、
自
動
車
部
品
の
需
要

増
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
奈
良

県
２
ヶ
所
の
工
場
が
手
狭
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
奈
良
県
内
も
含
め
工
場
用
地
を
探

し
て
お
り
、
候
補
の
中
の
１
つ
が
鹿
児
島

県
姶
良
市
（
旧
蒲
生
町
）
で
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

で
一
時
期
凍
結
し
ま
し
た
が
、
翌
年
に
は

仕
事
量
も
急
回
復
し
、
工
場
新
設
計
画
を

再
開
。
２
０
０
９
年
11
月
に
、
リ
ス
ク
分

散
や
人
材
の
確
保
も
考
慮
し
て
旧
蒲
生
町

と
立
地
協
定
を
締
結
し
、
２
０
１
１
年
10

月
の
竣
工
に
至
り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
内
に
工
場
立
地
を
決
め
た
の

は
、
や
は
り
優
秀
で
や
る
気
の
あ
る
人
材

が
豊
富
に
い
る
こ
と
と
、
地
元
自
治
体
の

皆
さ
ま
の
熱
意
で
し
た
。

■
特
徴

　

独
自
の
開
発
技
術
力
で
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
製
品
を
開
発
し
、
自

動
車
産
業
の
品
質
規
格
で
あ
るISO

／

T
S16949

に
基
づ
く
管
理
体
制
の
も
と

安
定
し
た
供
給
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
従
来
切
削
又
は
鍛
造
＋
切

削
で
製
作
し
て
い
た
も
の
を
、切
削
レ
ス
、

冷
間
鍛
造
の
み
で
造
れ
な
い
か
�
と
い
う

依
頼
が
多
く
、
当
社
は
こ
れ
ら
の
要
望
を

確
実
に
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
し
て
、
新
し
い
工
法
を
生
み

あ
げ
、
取
得
し
た
工
法
特
許
は
10
件
以
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。

■
今
後
の
展
望

　

当
社
の
製
品
の
70
％
強
は
、
海
外
（
欧

米
・
ア
セ
ア
ン
・
中
国
等
）
で
使
用
さ
れ

て
お
り
、
当
然
顧
客
も
現
地
調
達
し
よ
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
動
き
の
中
、
一
部
の
製
品
は
当

社
の
中
国
工
場
（
Ｊ
Ｖ
会
社
）
で
量
産
し

ま
す
が
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
更
に

研
究
開
発
に
力
を
入
れ
、
海
外
に
負
け
な

い
技
術
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
量
産
（
モ

ノ
づ
く
り
）
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

が
ん
ば
る
進
出
企
業

株
式
会
社
　
飯
塚
製
作
所

代表者／取締役社長　前　田　重　雄 

本　　社／奈良県大和高田市根成柿 493 番地
鹿児島工場／鹿児島県姶良市蒲生町久末 3043 番地 8
設　　立／昭和 39 年 10 月
資 本 金／ 2,000 万円　　　従業員数／ 125 名
事業内容／自動車用冷間鍛造部品の開発及び製造販売
TEL：本社　0745-22-3515 ／鹿児島　0995-54-3555
FAX：本社　0745-22-3516 ／鹿児島　0995-52-0035
URL：http://www.iidzka.co.jp/

商品サンプル

鹿児島工場
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発
表
内
容

︿
企
業
紹
介
﹀

　

霧
島
市
福
山
町
で
江
戸
時
代
か
ら
続
く

福
山
黒
酢
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

業
界
で
初
め
て
「
長
期
熟
成
黒
酢
」
を
商

品
化
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
は
黒
酢
料

理
専
門
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
黒
酢
本
舗　

桷

志
田
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
ラ
ン
チ
は
全
メ

ニ
ュ
ー
に
黒
酢
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

県
外
や
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
も

増
え
、福
山
地
域
の
伝
統
産
業
で
あ
る「
壷

造
り
の
黒
酢
」
Ｐ
Ｒ
で
、
新
た
な
観
光
拠

点
の
構
築
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

︿
商
品
開
発
の
き
っ
か
け
﹀

　

黒
酢
は
、
生
活
習
慣
病
の
効
果
が
あ
る

と
し
て
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
黒
酢
独
特
の
香
り
や
酸
味
が
苦
手
な

方
が
多
く
、
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
そ
の
欠
点
を
克
服
し
た
飲
み
や
す
い

黒
酢
飲
料
を
お
客
様
に
提
供
し
、
お
客
様

の
健
康
生
活
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。

︿
商
品
の
紹
介
﹀

　

弊
社
の
フ
ル
ー
ツ
黒
酢
の
製
法
は
、
黒

酢
に
直
接
果
物
を
漬
け
込
み
、
果
物
の
甘

味
や
香
り
、
さ
ら
に
は
成
分
を
抽
出
し
た

商
品
で
す
。
一
般
に
は
、
黒
酢
に
果
汁
を

混
合
す
る
フ
ル
ー
ツ
酢
が
主
流
で
、
ほ
と

ん
ど
ジ
ュ
ー
ス
に
近
い
味
わ
い
で
す
が
、

弊
社
の
フ
ル
ー
ツ
黒
酢
は
直
接
果
物
を
漬

け
込
む
た
め
、
黒
酢
の
味
わ
い
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
果
物
そ
の
も

の
の
風
味
が
味
わ
え
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
黒
酢
特
有
の
強
い
香
り
や
強
い
酸
味

が
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
、
飲
み
や
す
い
黒
酢

飲
料
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
う
え
、
優
れ

た
抗
酸
化
作
用
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
や
β
︱
ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ

ン
等
の
果
皮
に
含
ま
れ
る
成
分
が
抽
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

漬
け
込
み
に
使
用
す
る
黒
酢
は
、
じ
っ

く
り
手
間
ヒ
マ
か
け
て
ア
マ
ン
壷
で
三
年

以
上
長
期
発
酵
熟
成
さ
せ
た
玄
米
黒
酢
を

使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
色
も
美
し
い
琥

珀
色
で
、
味
は
酢
カ
ド
が
と
れ
て
ま
ろ
や

か
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
だ
わ
り
の
黒

酢
に
国
産
の
果
物
を
漬
け
込
ん
だ
フ
ル
ー

ツ
黒
酢
で
す
。
果
実
は
可
能
な
限
り
鹿
児

島
県
産
の
無
農
薬
の
物
を
使
用
し
、
保
存

料
、着
色
料
は
一
切
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
コ
ー
ナ
ー

福山黒酢株式会社

　代表取締役　津曲　泰作
　霧島市福山町福山 2888 番地
　TEL：099-218-8345
　FAX：099-220-8546
　E-mail：takeshita@kakuida.com
　http://www.kakuida.com

第
53
回
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
鹿
児
島

　
　「
二
水
会
」

　

第
53
回
目
と
な
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
鹿
児
島
「
二
水
会
」
を
、
平
成
24
年

５
月
９
日
（
水
）・
鹿
児
島
市
に
お
い

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「黒酢レストラン黒酢本舗　桷志田」

企　

業

内　

容

福
山
黒
酢
㈱

代
表
取
締
役　

　

津
曲　

泰
作

黒
酢
に
果
物
を
漬

け
込
ん
だ
「
フ
ル
ー

ツ
黒
酢
」
の
開
発
・

販
路
開
拓

㈱
し
か
や

　

代
表
取
締
役

　

宮
之
原
正
治

納
豆
菌
な
ど
の
食

品
に
使
用
さ
れ
る

菌
を
活
か
し
た
切

り
花
の
延
命
剤
、

特
殊
肥
料
の
開
発
・

販
売
に
つ
い
て

二
水
会
で
の
発
表
企
業
数
は
、
県
外
企

業
を
含
め
て
延
べ
175
社
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
県
外
46
社
）

発
表
企
業
と
内
容

「生フルーツ黒酢（100㎖）」

発表する津曲社長
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発
表
後
の
成
果
・
感
想

　

弊
社
の
フ
ル
ー
ツ
黒
酢
を
Ｐ
Ｒ
で

き
、
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

　

こ
れ
ま
で
は
、
黒
酢
に
直
接
果
物

を
漬
け
込
む
製
法
で
原
液
タ
イ
プ
を

開
発
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

お
客
様
が
水
で
希
釈
す
る
手
間
の
い

ら
な
い
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
す
ぐ
飲
め

る
タ
イ
プ
の
商
品
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
黒
酢
加
工
品
の
開
発

を
進
め
、
中
高
年
層
だ
け
で
な
く
、

広
く
女
性
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
商

品
の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。

発
表
内
容

︿
企
業
紹
介
﹀

　

昭
和
28
年
天
文
館
で
創
業
以
来
、納
豆
・

蒟
蒻
な
ど
食
品
の
製
造
・
販
売
、
納
豆
を

加
工
し
た
健
康
補
助
食
品
の
製
造
・
販
売
、

納
豆
菌
を
活
か
し
た
商
品
の
開
発
・
製
造
・

販
売
業
務
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

︿
商
品
開
発
の
き
っ
か
け
﹀

　

納
豆
（
菌
）
に
水
質
浄
化
作
用
が
あ

る
事
を
Ｔ
Ｖ
番
組
で
知
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
納
豆
を
造
っ
て
き
た
鹿
児
島
の
納
豆

屋
と
し
て
、
鹿
児
島
の
方
々
と
環
境
保
全

事
業
に
取
り
組
め
る
の
で
は
な
い
か
？
と

考
え
た
事
が
き
っ
か
け
で
す
。
長
年
納
豆

を
造
っ
て
い
る
な
か
で
、
納
豆
菌
の
増
殖

能
力
、
た
ん
ぱ
く
質
分
解
能
力
の
高
さ
は

知
っ
て
い
ま
し
た
。
長
い
食
経
験
に
よ
り

安
全
性
も
確
認
さ
れ
て
い
る
納
豆
菌
で

作
っ
た
製
品
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世

界
に
も
展
開
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？ 

こ
れ
に
は
将
来
性
が
あ
る
と

考
え
た
事
も
事
業
を
始
め
る
理
由
と
な
り

ま
し
た
。

︿
商
品
の
紹
介
﹀

１
．
花
の
活
性
水（
切
り
花
の
長
持
ち
剤
）

　

納
豆
菌
の
他
菌
抑
制
力
、
繁
殖
能
力
の

高
さ
、
生
成
物
を
活
か
し
た
切
り
花
の
長

持
ち
剤
で
す
。
他
社
の
製
品
の
多
く
が
化

学
薬
品
を
原
材
料
と
し
て
い
ま
す
。
花
を

日
頃
か
ら
楽
し
む
方
は
自
然
志
向
が
高
い

の
で
は
な
い
か
？
と
考
え
、
モ
ニ
タ
ー
調

査
で
も
評
価
の
高
か
っ
た
商
品
の
発
売
と

な
り
ま
し
た
。
切
り
花
の
長
持
ち
剤
は
市

場
が
小
さ
い
で
す
が
、
周
知
す
る
事
で
十

分
な
市
場
が
見
込
め
る
と
考
え
、
商
品
化

を
し
ま
し
た
。

２
．
土
壌
の
水
（
特
殊
肥
料
）

　

納
豆
菌
・
乳
酸
菌
・
酵
母
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
合
し
ま
し
た
。
自
然
界
に
い
る
こ

れ
ら
の
菌
は
土
を
元
気
に
す
る
菌
で
す
。

有
機
資
材
に
も
適
合
す
る
土
壌
の
水
は
、

人
に
も
作
物
に
も
や
さ
し
い
天
然
由
来
の

肥
料
で
す
。

３
．
花
畑
の
水
（
特
殊
肥
料
）

　

納
豆
菌
を
主
原
料
と
し
た
葉
面
散
布
用

の
天
然
由
来
の
肥
料
で
す
。
花
の
育
成
に

特
化
し
た
商
品
で
す
。

４
．
そ
う
じ
の
水

　

ト
イ
レ
の
尿
石
除
去
、
台
所
の
油
も
の

汚
れ
、
お
風
呂
の
水
あ
か
除
去
に
効
果
を

発
揮
し
ま
す
。
生
分
解
性
が
高
く
、
人
・

環
境
に
や
さ
し
い
洗
浄
剤
で
す
。

発
表
後
の
成
果
・
感
想

　

発
表
資
料
を
ま
と
め
る
事
で
、
ど
の
よ

う
に
言
え
ば
商
品
を
伝
え
ら
れ
る
の
か
、

ど
の
購
買
層
に
働
き
か
け
る
商
品
な
の
か

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
後

商
品
の
問
い
合
わ
せ
や
コ
ラ
ボ
商
品
の
開

発
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

　

安
心
・
安
全
へ
の
消
費
者
の
関
心
は
ま

す
ま
す
高
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
環
境
に

も
人
に
も
優
し
い
納
豆
菌
を
活
か
し
た
商

品
の
開
発
を
今
後
も
進
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
大
学
や
企
業
等
と
の

連
携
で
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
る
商
品
開

発
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

発表する宮之原部長

株式会社しか屋

　代表取締役　宮之原　正治
　鹿児島市谷山港 2丁目 2-16
　TEL：099-262-0710
　FAX：099-261-8930
　E-mail：miyanohara710@shikaya.com
　http://shikaya.com

開発商品
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春
号
で
は
、｢

海
外
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
る
前
に
！｣

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
心

構
え
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
応
用
編
で
す
。

【
通
訳
の
起
用
】

　

さ
て
、
相
手
先
が
決
ま
り
い
ざ
海
外
と

の
コ
ン
タ
ク
ト
が
始
ま
る
と
、
海
外
の
人

達
と
ど
の
よ
う
に
接
触
し
て
行
っ
た
ら
い

い
か
、と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

海
外
か
ら
の
原
料
の
調
達
や
販
路
開
拓
で

あ
れ
、
あ
る
い
は
海
外
へ
の
拠
点
設
置
で

あ
れ
、
最
初
は
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
や
商

談
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
言
葉
の
問
題
は
通

訳
を
起
用
す
る
の
で
す
が
、ジ
ェ
ト
ロ（
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ=

日
本
貿
易
振
興
機
構
）
に

相
談
す
れ
ば
、
大
概
の
国
に
事
務
所
が
あ

る
の
で
通
訳
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
因

み
に
ジ
ェ
ト
ロ
は
鹿
児
島
に
も
事
務
所
が

あ
り
ま
す
。
通
訳
は
相
手
方
が
起
用
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
重
要
な
交
渉
や
微

妙
な
商
談
の
場
合
は
、
こ
ち
ら
側
で
も
独

自
に
通
訳
を
起
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
大

事
で
す
。

【
相
手
の
気
心
を
知
る
に
は
】

　

し
か
し
、
さ
ら
に
交
渉
を
ス
ム
ー
ス
に

運
ぶ
為
に
は
、
相
手
の
気
心
を
知
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
の
解
決

法
は
、
日
本
人
同
士
の
お
付
き
合
い
と
同

様
、
会
食
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
特
に

中
国
人
の
場
合
を
想
定
し
て
話
を
進
め
ま

し
ょ
う
。
中
国
人
は
、
大
の
宴
会
好
き
。

こ
ち
ら
か
ら
宴
会
を
申
し
入
れ
る
と
、
日

頃
接
触
し
て
い
る
交
渉
相
手
の
ほ
か
、
社

内
の
他
部
門
の
メ
ン
バ
ー
や
場
合
に
よ
っ

て
は
ド
ラ
イ
バ
ー
、
極
端
な
場
合
は
知
人

ま
で
連
れ
て
来
る
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
の

大
宴
会
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
話
題

は
気
候
風
土
や
食
べ
物
と
か
観
光
地
な
ど

何
で
も
い
い
の
で
す
が
、
更
に
こ
れ
ら
の

話
題
に
文
化
や
歴
史
の
話
を
付
け
加
え
れ

ば
、
中
国
人
は
大
喜
び
で
す
。
何
と
言
っ

て
も
三
千
年
の
歴
史
を
持
つ
国
で
す
。
時

の
政
権
に
よ
り
国
名
や
国
体
が
何
度
も
変

わ
っ
て
来
た
国
家
で
あ
り
、
ま
た
か
つ
て

の
敵
国
の
戦
争
孤
児
を
育
て
た
国
民
で
す

か
ら
、
や
は
り
懐

ふ
と
こ
ろが
大
き
い
。

　

宴
会
の
際
に
は
私
も
学
校
で
教
わ
っ
た

五
言
絶
句
の
漢
詩
を
必
死
で
思
い
出
し
、

こ
の
詩
を
知
っ
て
い
る
と
言
う
だ
け
で
大

受
け
で
し
た
。
唐
の
時
代
の
詩
人
、
杜
牧

が
作
っ
た｢

江
南
春｣

（
江
南
の
春
）
は

確
か
こ
う
だ
っ
た
と
。

　
　

千
里
鶯
啼
緑
映
紅

　
　
　
（
千
里
鶯
啼な

い
て
緑
紅く

れ
な
いに

映
ず
）

　
　

水
村
山
郭
酒
旗
風

　
　
　
（
水
村
山
郭
酒
旗
の
風
）

　
　

南
朝
四
百
八
十
寺

　
　
　
（
南
朝
四
百
八
十
寺
）

海
外
情
報

田中アソシエイツ　田中　　博
プロフィール
鹿児島市出身

横浜国立大学経営学部卒業後、Ｓ48年三

菱商事㈱入社。

中国支社金属部長　鹿児島支店長を最後

に同社定年退職。

Ｈ21年９月より現職。横浜市在住。

海
外
と
の
交
渉
術
の
具
体
策
！

代
表　

田
中　

博

田
中
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
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多
少
楼
台
煙
雨
中

　
　
　
（
多
少
の
楼
台
煙
雨
の
中
）

　

も
ち
ろ
ん
全
部
を
覚
え
て
い
な
く
て
い

い
の
で
す
。
う
ろ
覚
え
の
少
し
の
部
分
を

言
え
ば
、
そ
れ
は
こ
う
い
う
詩
だ
ろ
う
と

相
手
方
が
勝
手
に
補
っ
て
く
れ
る
。
そ
う

す
る
と｢

お
お
そ
う
か
、
知
っ
て
い
た
の

か｣

と
褒
め
て
く
れ
る
の
で
す
が
、｢

し

か
し
、
こ
の
詩
は
季
節
の
情
景
を
詠う

た

っ
た

も
の
で
、
格
調
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。
格

調
高
い
の
は
、
人
の
情な

さ
け

を
詠
っ
た
抒
情
詩

だ
。
例
え
ば
・
・
・｣

と
言
う
具
合
で
、

宴
会
は
ど
ん
ど
ん
盛
り
上
が
り
、
最
後
は

「
あ
な
た
は
老
朋
友
（
＊
）
だ
」
と
い
う

こ
と
で
意
気
投
合
す
る
わ
け
で
す
。　
　

　
　

 

＊
老
朋
友
＝
古
く
か
ら
の
友
達

【
お
互
い
に
主
張
を
！
】

　

そ
う
な
る
と
本
格
的
な
商
談
は
ス
ム
ー

ス
に
進
ん
で
行
く
の
で
す
が
、
懐
の
大
き

い
中
国
の
方
々
は
、
一
方
で
は
大
変
な
交

渉
上
手
で
も
あ
り
ま
す
。
彼
等
は
自
分
の

立
場
、
主
張
を
滔と

う

々と
う

と
述
べ
ま
す
。
最
近

の
中
国
は
急
激
に
自
動
車
の
数
が
増
え
、

都
市
部
で
は
交
通
事
故
現
場
に
遭
遇
す
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
が
、
事
故
を
起
こ

し
た
当
事
者
同
士
が
大
勢
の
野
次
馬
に
囲

ま
れ
な
が
ら
も
、
決
し
て
手
は
出
さ
ず
に

そ
の
代
わ
り
大
声
で
自
ら
の
主
張
を
し
て

い
る
光
景
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
の
交
渉
ご
と
で
も
こ
れ
は
同
じ
で
、
日

本
人
が
お
互
い
の
立
場
を
考
え
、
相
手
の

心
情
を
忖そ

ん

度た
く

し
て
言
う
の
と
は
ま
る
っ
き

り
違
う
の
で
、
ま
ず
は
交
渉
の
入
口
で
日

本
人
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
こ
う
い
う
時
は
、
負
け
ず
に
こ
ち
ら

も
自
ら
の
主
張
を
堂
々
と
述
べ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
双
方
が
主
張
し
合
っ
て
喧
嘩

寸
前
の
と
こ
ろ
で
、
お
互
い
に
着
地
点
を

探
し
合
意
に
達
す
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い

う
議
論
を
や
れ
ば
、
ま
さ
に｢

雨
降
っ
て

地
固
ま
る｣

で
か
え
っ
て
堅
固
な
関
係
を

築
き
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
も
し
こ
う
い

う
議
論
を
や
ら
ず
に
綺
麗
ご
と
で
済
ま
せ

て
い
た
ら
、
交
渉
が
纏ま

と

ま
り
ビ
ジ
ネ
ス
が

走
り
始
め
た
後
に
綻
び
が
出
て
来
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
日
本
の
常
識
は
海
外
で
は
通

じ
な
い
こ
と
が
あ
る
】

　

も
う
一
つ
交
渉
の
過
程
で
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
、
先
の
自
己
主
張
と
同
様
、
日

本
の
常
識
が
通
じ
な
い
こ
と
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
成
果
に
結
び

付
か
な
く
て
も
一
生
懸
命
努
力
し
た
と
い

う
こ
と
だ
け
で
、
日
本
で
は
そ
れ
な
り
に

一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
中
国
人
に
限
ら
ず
、
外
国
人
に

と
っ
て
は
結
果
が
す
べ
て
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
結
構
大
事
な
こ
と
な
の
で

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
る
】

　

ま
た
、
交
渉
で
は
結
構
や
り
あ
っ
て
も

家
族
の
写
真
を
準
備
し
て
お
い
て
、
宴
会

の
時
な
ど
に
見
せ
合
っ
た
り
す
れ
ば
更
に

親
睦
が
深
ま
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

お
互
い
に
信
義
を
守
り
、
主
張
す
べ
き

は
主
張
し
て
、
合
意
に
達
し
た
こ
と
は
き

ち
ん
と
書
面
に
残
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を

積
み
重
ね
て
行
け
ば
、
立
派
な
国
際
間
交

渉
と
な
り
、成
果
が
実
を
結
ぶ
は
ず
で
す
。

ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
、
さ
あ
上
記
の
よ
う
な

交
渉
事
の
原
則
を
手
に
し
て
元
気
に
乗
り

出
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

＊
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　

鹿
児
島
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　

℡
０
９
９

－

２
２
６

－

９
１
５
６

 

◇
セ
ミ
ナ
ー
等
開
催
案
内

○�

「
タ
イ
機
械
・
部
品
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ

ナ
ー
」
及
び
「
海
外
展
開
支
援
施
策
説

明
会
」

　

日
時
：
８
月
31
日
㈮
午
後
２
時
～

　

場
所
：
ア
ー
バ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
鹿
児
島

　

問
い
合
せ
先

　

・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
ジ
ェ
ト
ロ
鹿
児
島

　
　

℡
２
２
６

－

９
１
５
６

　

・
支
援
施
策
説
明
会

　
　
　

鹿
児
島
県
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
課

　
　

℡
２
８
６

－

３
０
５
３

○�

「
製
造
業
ア
ジ
ア
圏
域
海
外
販
路
開
拓

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

　

日
時
：
９
月
中
旬
予
定

　

場
所
：
鹿
児
島
市
内
ホ
テ
ル
予
定

　

問
い
合
せ
先

　
　

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
２
１
９

－

１
２
７
２
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｔ
か
ご
し
ま
支
援
隊
に

属
し
て
い
ま
す
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

上
ノ
町
で
す
。

　

今
回
は
企
業
だ
け
で
な
く
、
営
利
・
非

営
利
の
団
体
全
て
が
考
慮
す
べ
き
『
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
盲
点
』に
つ
い
て
、

御
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
『
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
』
と
い
う
言
葉
か
ら
何
を
思
い
浮
か

べ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ウ
イ
ル
ス
対
策

な
ら
、
全
て
の
パ
ソ
コ
ン
に
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
あ
る
し
、
パ
ソ
コ

ン
の
無
断
使
用
対
策
と
し
て
パ
ス
ワ
ー
ド

も
か
け
て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
、
と
お
考

え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
ウ
イ
ル
ス
対
策
も
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
一
環
と
し
て
、
と
て
も
重

要
で
す
。ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入
・

最
新
パ
タ
ー
ン
の
自
動
適
用
・
年
次
契
約

の
更
新
な
ど
、
現
在
で
は
必
須
事
項
と
言

え
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
も
同
様
に
重

要
で
す
し
、
社
内
に
サ
ー
バ
等
を
整
備
さ

れ
て
い
る
場
合
は
外
部
か
ら
の
侵
入
を
阻

止
す
る
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
等
の
設
置
も

重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要

性
が
叫
ば
れ
て
か
ら
久
し
く
、
次
々
と
最

新
の
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、情
報
漏
洩
事
件
が
続
発
す
る
の
は
、

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
情
報
漏
洩

対
策
と
聞
く
と
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
技
術
的
な
対

策
を
行
え
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に『
盲

点
』
が
あ
る
の
で
す
。
具
体
的
に
３
つ
の

盲
点
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

【
最
大
の
経
路
は
Ｉ
Ｔ
で
は
な
い
】

　

情
報
漏
洩
が
発
生
す
る
経
路
で
最
も
件

数
が
多
い
も
の
は
何
だ
と
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
実
は
、
Ｉ
Ｔ
絡
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

図
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
実
に
情
報
漏

洩
事
件
の
７
割
近
く
が
紙
媒
体
を
介
し
た

も
の
な
の
で
す
。
Ｉ
Ｔ
、
特
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の
漏
洩
は
１
割
程
度
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
最
大
の
原
因
は
『
紙
』

な
の
で
す
。

　

紙
媒
体
に
よ
る
情
報
漏
洩
の
具
体
的
な

内
容
と
し
て
、
印
刷
物
の
紛
失
や
放
棄
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
誤
送
信
、
書
類
の
誤
廃
棄
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
実
は
こ
こ
に
『
盲

点
』
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
の
重
要

度
、
機
密
度
を
理
解
し
て
い
な
い
。
ま
た

は
『
慣
れ
』
に
よ
る
不
注
意
や
漫
然
化
が

生
じ
、
管
理
お
よ
び
取
り
扱
い
が
お
ろ
そ

か
に
な
る
等
、
情
報
を
保
護
す
る
観
点
が

ず
れ
た
た
め
に
、
紛
失
や
誤
廃
棄
な
ど
が

発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

図
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
実
に
情
報
漏

洩
事
件
の
原
因
の
５
割
近
く
が
、
管
理
ミ

ＩＴ情報コーナー

『情報セキュリティ対策』を
今一度再考してみる

紙媒体，1165件
69％

不明，14件
１％

その他，40件
２％　

PC本体，55件
３％インターネット，82件

5％

電子メール，115件
7％

ＵＳＢ等可搬記録媒体，
208件
13％

管理ミス，609件
36％

不明，12件
0.7％

誤操作，543件
32％

紛失・置忘れ，211件
13％

盗難，128件
8％

不正な情報持ち出し
73件
4％

バグ・セキュリティホール，25件
１％

その他，19件
1％

ワーム・ウイルス，6件
0.4％

内部犯罪・内部不正行為，9件
0.5％

目的外使用，10件
1％

不正アクセス，17件
1％設定ミス，17件

1％

図１

図 2
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ス
や
紛
失
・
置
き
忘
れ
を
起
因
と
し
た
も

の
な
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
職
場
で
、
情
報
が
記
載
さ
れ

た
『
紙
』
に
つ
い
て
、
ど
う
取
り
扱
っ
て

い
る
か
、ど
の
よ
う
に
処
分
し
て
い
る
か
、

記
載
さ
れ
た
情
報
が
重
要
な
も
の
で
な
い

か
を
今
一
度
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
職
場
全
体
で
行
う
情
報
漏
洩
対
策
】

　

皆
さ
ん
の
職
場
は
『
情
報
を
保
護
で
き

る
職
場
』と
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
質
問
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｓ
／
Ｎ
Ｏ
で
お
答
え
く
だ

さ
い
。

　

・ 

外
部
か
ら
の
来
訪
者
と
応
対
す
る
場

所
や
応
接
席
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
や
机
の
上
に
広
げ
た
書
類
が
見
え

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

・ 

プ
リ
ン
タ
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
複
写
機
は
外

部
か
ら
の
来
訪
者
か
ら
の
目
に
触
れ

な
い
場
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

か
。

　

・ 

離
席
す
る
際
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

を
閉
じ
る
。
ま
た
は
モ
ニ
タ
ー
の
電

源
を
切
る
な
ど
を
習
慣
化
し
て
い
ま

す
か
。

　

・ 

職
場
か
ら
帰
宅
ま
た
は
外
出
す
る
際

に
、
書
類
を
机
上
に
広
げ
た
ま
ま
に

し
な
い
よ
う
習
慣
化
し
て
い
ま
す

か
。

　

・ 

パ
ソ
コ
ン
や
シ
ス
テ
ム
の
パ
ス
ワ
ー

ド
を
付
箋
紙
な
ど
に
書
い
て
、
机
上

や
パ
ソ
コ
ン
に
貼
り
付
け
た
り
し
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

・ 

重
要
度
や
機
密
度
が
高
い
書
類
、
個

人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類
を
処
分

す
る
際
は
、
ク
ロ
ス
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。

　

・ 

フ
ロ
ッ
ピ
ー
や
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｏ
等
の
メ

デ
ィ
ア
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
な
ど
で
破

砕
し
た
上
で
捨
て
て
い
ま
す
か
。

　

・ 
職
場
は
入
室
が
管
理
さ
れ
て
お
り
、

正
当
な
用
件
の
な
い
部
外
者
が
容
易

に
侵
入
で
き
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

　

・ 

契
約
書
な
ど
の
重
要
書
類
が
入
っ
た

棚
に
つ
い
て
、
業
務
終
了
時
鍵
を
掛

け
る
な
ど
の
持
ち
出
し
・
閲
覧
の
制

限
を
か
け
て
い
ま
す
か
。

　

・ 

電
話
で
の
『
な
り
す
ま
し
』
対
策
と

し
て
、
電
話
対
応
の
ル
ー
ル
が
徹
底

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

５
つ
以
上
Ｎ
Ｏ
が
あ
る
場
合
は
緊
急
に

見
直
し
を
実
施
さ
れ
る
か
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
専
門
企
業
に
ご
相
談
さ
れ
る
べ
き
で

す
。

　

職
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
ご
み
の
捨
て

方
、
画
面
や
書
類
の
取
り
扱
い
の
習
慣
な

ど
も
重
要
な
観
点
で
す
が
、『
盲
点
』
と

な
り
が
ち
で
す
。

　

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
追
加
や
目
隠
し
ス

ク
リ
ー
ン
の
設
置
な
ど
高
額
で
な
い
投
資

で
も
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
是
非
、
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

【
教
育
の
重
要
性
と
反
復
の
見
落
と
し
】

　

せ
っ
か
く
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と

し
て
多
額
な
投
資
を
行
っ
て
も
、
社
員
や

役
員
の
意
識
が
低
い
ま
ま
で
は
無
駄
な
投

資
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
限
ら
ず
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
河
川
の
堤
防
と
同
じ
く
最

も
低
い
所
、
つ
ま
り
意
識
が
低
い
個
人
や

集
団
か
ら
決
壊
し
ま
す
。

　

た
と
え
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
者

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
が
高
く
て
も
、
他

の
社
員
の
意
識
が
低
い
ま
ま
で
は
、
会
社

全
体
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
は

低
い
ま
ま
と
言
え
ま
す
。
こ
こ
が
第
３
の

『
盲
点
』
で
す
。

　

会
社
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
を
向

上
さ
せ
る
に
は
、
年
１
回
で
も
結
構
で
す

の
で
、
全
員
が
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま

す
。

　

ま
た
、
一
度
講
習
を
受
講
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
や
は
り
意

味
を
成
し
ま
せ
ん
。
社
員
教
育
同
様
、
繰

り
返
し
行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。
繰
り
返

し
受
講
す
る
こ
と
で
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
重
要
性
を
上
っ
面
だ
け
で
な
く
、

骨
身
に
染
み
渡
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

加
え
て
、
社
内
で
の
自
助
努
力
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
お
付
き
合
い
の
あ
る
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
等
に
ご
相
談
の
上
、
実
施
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

御
社
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
再

考
さ
れ
る
際
に
、
ご
参
考
と
し
て
頂
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。

上
うえ

ノ
の

町
まち

　台
だい

　作
さく

プロフィール

資格：ＩＴコーディネータ
所属：ＩＴかごしま支援隊　監事
　　〒892-0821鹿児島市名山町４番３号
　　　㈱鹿児島頭脳センター内
　　　TEL：099-216-2260
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助成決定企業のみなさん

企　　　業 テ　　ー　　マ 金額 ( 千円 )

株式会社井川産業 真球ビーズ及びカラービーズ製造技術の開発 3,000

株式会社鎌田工業 味噌・乳酸発酵物配合による高付加価値型養魚用配
合飼料の商品化 1,500

飯田機械株式会社鹿屋工場 鹿児島県における流水路を活用したバケット連結型
低落差大水流マイクロ水力発電システムの開発 1,500

［研究開発助成事業等］
●研究開発助成事業（３社　６,０００千円）
　研究開発型企業等が行う，新技術・新製品等の開発・試作に要する経費を助成

企　　　業 テ　　ー　　マ 金額 ( 千円 )

株式会社エルム 安納芋の糖度測定装置の開発 2,212

株式会社サンライズ精工 光通信用シールリングの低コスト高効率成形技術の
開発 2,628

株式会社ＪＳＶ ストップアンドスタートと回生制動自動車用蓄電池
の SOC 計測器の小型量産器開発 3,588

●重点業種研究開発支援事業（３社　８,４２８千円）
　自動車，電子，新成長分野関連産業 ( 環境・エネルギー産業，健康・医療産業，バイオ関連産業 ) が行う新
技術，新製品の開発に要する経費を助成

 ( 公財）かごしま産業支援センターでは，ものづくり技術の高度化，新製品開発能力の向上な
どに繋がる研究開発や，自動車・電子・食品・成長産業関連の戦略的産業振興分野及び地域資
源活用・農商工等連携分野での新事業創出の取組など、がんばる中小企業等が行う取組に対し
て助成を行っています。
　このたび、平成 2４ 年度の助成を次のとおり決定しました。

「研究開発事業」、「重点業種研究開発事業」及び　　
「産業おこし挑戦事業」の平成２４年度助成が決定�
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助 成 企 業 助　成　対　象　テ　ー　マ 助成金額 ( 千円 )

日置南洲窯 ( 日置市 ) 薩摩焼と川辺仏壇とのコラボ　陶器と漆のコラボ 3,000 千円

株式会社オーケー社鹿児島
（鹿児島市）

シラス断熱材を利用したバイオマスボイラーの開発
と実用化 3,000 千円

鹿児島県オーストリッチ事業協同
組合（鹿屋市）

地域資源ダチョウ肉を活かした大隅特産品の開発（ダ
チョウ肉を活かした生ハム，ウィンナー，ダチョウ
卵を使ったマヨネーズの開発）

3,000 千円

有限会社やまさき（姶良市） 黒さつま鶏の「桜島灰干し」「鶏味噌」の開発と販路
開拓 2,993 千円

新洋水産有限会社
（いちき串木野市） マグロ血合いの活用方法と製品化 3,000 千円

福山黒酢株式会社（霧島市） 黒酢の風味改良技術の開発 1,088 千円

２　地域資源活用・農商工等連携新事業創出支援事業
　地域資源の活用や農商工等連携により，中小企業者等が行う事業化の経費を助成

企　　　 業 テ　　ー　　マ 金額 ( 千円 )

霧島燻製ファクトリー（霧島市） 地域畜産活用　新工法「食肉燻製加工・販売」 3,000 千円

●地域資源活用起業家支援事業（１社　3,０００千円）
　地域資源を活用して起業を目指す個人等が行う研究開発、販路開拓等に要する経費を助成

企　　　 業 テ　　ー　　マ 金額 ( 千円 )

交和電気産業株式会社（出水市） 大型ＬＥＤアレイモジュールを搭載したＬＥＤ照明
の開発，製造，販売 3,500 千円

［かごしま産業おこし挑戦事業］
１　中核的企業創出プログラム事業
　自動車，電子，食品，成長産業関連の有望な技術シーズ等を有する中小企業者等が地域の中核的企業とな
るための経費を助成

№ 所在地 発注品目 数 量 加工内容
発注条件

必要設備 材　料

１ 大阪府 婦人服 30 ～ 200　枚 縫製 本縫ミシン
ロックミシン

ポリエステル
綿

受発注情報
　当センターでは、仕事を発注・受注したい企業の希望条件（設備・技術力等）に見合った取引の紹介あっ
せんを行っております。あっせんのご希望がありましたらご連絡ください。
◆発注情報
　＊九州合同発注開拓調査 ( １回目 ) で発注申し込みがあった一部を掲載しました。
　　 なお，お手元に届くまでにあっせん済みになっている場合もありますので，その際はご了承をお願いい

たします。

【お問い合わせ先】取引振興課　TEL：０９９－２１９－１２７４　　FAX：０９９－２１９－１２７９
　　　　　　　　　　　　　　　　　E-MAIL:business@po.kric.or.jp
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情報 KISC　SUMMER
発行者：公益財団法人かごしま産業支援センター
〒 892-0821　鹿児島市名山町 9-1　鹿児島県産業会館２Ｆ

TEL　099-219-1270（代表）
FAX　099-219-1279
E-mail　kisc@po.kric.or.jp
URL　http://www.kric.or.jp

　当センターでは，急激な円高や国内大手企業の生産拠点再編などによる県内中小企業への取
引減少等の影響に対応するため，県外で開催される展示会に鹿児島県ブースを確保し，出展を
希望する県内中小企業に提供し販路開拓支援を行っております。７月末現在で２つの展示会に
参加し，鹿児島県内の製造業のＰＲおよび情報収集を行いましたので報告します。

　中小企業総合展は，経営革新等に果敢に取り組む中小・ベン
チャー企業が，自ら製造・開発した新製品・技術等を一堂に会
し展開することにより，販路開拓や業務提携といった企業間の
取引を実現するビジネスマッチングを促進することを目的とし
て開催されました。
　当センターは，支援機関コーナー２小間に出展し，県内の製
造業 13 社の製品展示を行いました。また，九州の支援機関合同
のブースとして隣接小間で出展したことにより，九州地区とし
ての製造業の売り込みの場にもなりました。

　機械要素技術展は，軸受・ベアリング・ねじ・ばねなどの機
械要素や，金属・樹脂に関する加工技術を一堂に集めた専門技
術展として開催され，設計・開発・製造・生産技術部門を中心
とした製造業ユーザーが多数来場し，活発な商談が交わされま
した。
　当センターのブースには，県内の製造業 14 社の製品を展示し，
専門技術力を広くＰＲするとともに，新規取引先拡大の手がか
りを得れるなど，有益な情報発信の場となりました。

県外展示会へ出展（円高等対応緊急販路開拓支援事業）

●中小企業総合展２０1２�in�Kansai

●第1６回　機械要素技術展

開　催　日：　平成 24 年 5 月 30 日㈬～ 6 月 1 日㈮
場　　　所：　インテックス大阪　６号館
　　　　　　　（大阪府住之江区南港北 1-5-102）
主　催　者：　独立行政法人中小企業基盤整備機構
来　場　者：　66，８８2 人（３日間合計）
展 示 状 況：　鹿児島県内の製造業 13 社が出展

開　催　日：　平成 24 年 6 月 20 日㈬～ 6 月 22 日㈮
場　　　所：　東京ビックサイト
　　　　　　　（東京都江東区有明 3-11-1）
主　催　者：　リード　エグジビション　ジャパン㈱
来　場　者：　７5，015 人　（３日間合計）
展 示 状 況：　鹿児島県内の製造業 14 社が出展

次回は「第 15 回　関西機械要素技術展　：2012 年 10 月 3 日㈬～ 5 日㈮」に鹿児島県ブースを出展
予定です。出展を希望される企業は，当センターのホームページをご覧下さい。


